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日本人類遺伝学会は、認定試験を紙試験からピアソンVUEの提供す
るコンピューター試験へ移行
2020 年 12 月 3 日 (東京) - ナショナル・コンピュータ・システムズ・ジャパン株式会社 (ピアソンVUE) は、一般社団
法人 日本人類遺伝学会 (JSHG) との間で、CBT (コンピュータ・ベースド・テスティング) による試験配信の契約を締結
したことを発表しました。

日本人類遺伝学会は1956年に創立され、人類遺伝学の研究を通じ科学の進歩に貢献すること、遺伝学分野の診療を推進
することなどに貢献しています。

初回は、2020 年 12 月 5 日と 12 日に日本国内のピアソンVUE 公認テストセンターで以下の CBT 試験が実施されま
す。

• 臨床遺伝専門医認定試験  www.PearsonVUE.co.jp/JBMG

• 認定遺伝カウンセラー認定試験  www.PearsonVUE.co.jp/JBGC

• GMRC 制度認定試験  www.PearsonVUE.co.jp/GMRC

各医療機関での遺伝子に関係した問題の解決と適切な遺伝医療を行う「臨床遺伝専門医」、遺伝医療を必要としている患
者や家族にさまざまな情報提供を行い支援する「認定遺伝カウンセラー®」、 ヒトゲノム・遺伝子解析を伴う研究の実施に
関して試料提供者と研究者との信頼関係を築く「ゲノムメディカルリサーチコーディネーター」、いずれも遺伝子情報の
医療での活用において重要な役割を果たすプロフェッショナルを認定します。臨床遺伝専門医と認定遺伝カウンセラー® 

は、日本人類遺伝学会と日本遺伝カウンセリング学会が共同認定する資格です。

臨床遺伝専門医制度委員会委員長蒔田 芳男先生 (旭川医科大学 教授) は次のように述べています。「今回、COVID-19
感染拡大にともない、全国から臨床遺伝に関わる専門資格を受験される学会員の皆さまが、感染のリスクを負わないよう
にすることを第一義に考えました。できるだけ県境を越える移動を減らして、また遠隔地の受験者が不利にならないよ
う、全国にテストセンターを運営し CBT 試験の実績の豊富なピアソン社を選定いたしました。」

ナショナル・コンピュータ・システムズ・ジャパン株式会社 (ピアソンVUE) の代表取締役である池田 哲は次のように述
べています。「この度、日本人類遺伝学会との契約に基づいて3つの重要な認定試験を、 特にこのコロナ禍において
CBT で提供できることを大変光栄に思います。」

日本人類遺伝学会について
日本人類遺伝学会は 1956 年に創立され、人類遺伝学の研究を通じ科学の進歩に貢献すること、遺伝学分野の診療を推進
すること、疾患や健康の研究を通じ医療や福祉に貢献すること、さらには教育や啓発を通じ社会に人類遺伝学の知識の普
及を図ることを目的としています。JSHG.jp

日本遺伝カウンセリング学会について
日本における臨床遺伝学の進歩・発展と普及をはかると共に、広く国民の要望に応え、臨床遺伝研究と公正な遺伝カウン
セリングの実践を通して、医療と福祉の向上に寄与することを目的としています。 臨床遺伝及び遺伝カウンセリングに関
する研究・調査・教育、遺伝カウンセリングシステムの構築、医療関係者や国民に対する遺伝に関する正しい知識の普及
などの事業を展開しています。 www.JSGC.jp

ピアソン VUE について
ピアソンVUE は何十年もの間、CBT (コンピュータ・ベースド・テスティング) 業界のパイオニアであり、教育・入学試
験から IT および医療・介護・ヘルスケアまで、あらゆる業界で毎年 1,600 万以上の認定資格試験および免許試験を配信
しています。当社は世界180 カ国にある約 20,000 の高セキュリティなテストセンターネットワークを介して、ハイステ
ークス試験の開発および配信をおこなっています。大手テクノロジー企業から政府機関および規制機関まで、幅広いクラ
イアントとの協力的なパートナーシップでアセスメント業界を牽引しています。詳細については、
www.PearsonVUE.co.jp をご覧ください。

https://jshg.jp/

